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長期収載品の選定療養化、10月から
厚生労働省は1月31日の中医協総会に、選定療養の仕組みを利用した後発医薬品の
ある長期収載品の保険給付の在り方を提示した。
▽後発医薬品の上市後５年以上経過、▽後発医薬品の置換率が 50％以上のいずれか
の長期収載品が対象で、後発医薬品の価格帯との価格差の４分の３までを保険給付の
対象とする。2024年10月1日から施行・適用となる。例えば先発品1錠500円、後発品１錠
250円で1日１錠内服の場合、現状では大半の透析患者様は薬剤費が無料となっている
が、1錠62.5円の負担が負担が発生し、14日分で875円の支払いが必要となる。
日本薬剤師会は、「患者になかなか理解してもらえない」と指摘、国が責任を持って十
分な周知を行う必要性を強調した。（自費が嫌な方は後発品を使用してください。）

今村クリニックでは、通院が難しくなってきた患者様、血液透析時に頻
回に血圧が下がってしまう患者様、心機能が悪い患者様に対して血液
透析から腹膜透析への移行を推奨しております。


